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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、最近の業績等の動向を踏まえ、2019年２月７日に公表した 2019年 12月期通期業績予想を下記の通り修正い

たしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．2019年 12月期通期業績予想数値の修正（2019年１月１日～2019年 12月 31日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

1,273 

百万円 

△72 

百万円 

△74 

百万円 

△77 

円 銭 

△61.52 

今回の修正予想（Ｂ） 1,136 △29 △30 △22 △17.80 

増減額（Ｂ－Ａ） △137 43 44 55  

増減率（％） △10.76 ― ― ―  

（ご参考）前期実績 

（2018年 12月期） 
935 202 223 137 109.59 

 

２．修正の理由 

学習塾マーケット（学習塾を対象とした販路を指します。）と学校マーケット（学校を対象とした販路を指します。）が大

手法人との契約獲得等により堅調に推移しています。一方で、「個人学習者向けの BtoCマーケット(個人学習者を対象とし

た販路を指します。)が、新たな顧客層獲得のために関西・東海地区において実施したＣＭ広告について一定の効果はあっ

たものの当初見込んでいた新規契約件数を下回る見込みとなりました。 

今後の業容の拡大とガバナンス体制の強化に向けて営業、開発及び管理の人材採用を行いましたが採用時期のずれ込み

による人件費の見直し、社内体制が充実したことによる業務等の見直しを行ったことにより販売費及び一般管理費が減少

する見込みとなりました。 

これらの結果、2019年 12月期通期業績における、売上高は前回予想を下回るものの、営業利益、経常利益、当期純利益

ともに前回予想を上回る見込みとなりました。 

※上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後様々

な要因により予算数値と異なる可能性があります。 

以上 


